
要　旨
　本研究では，教職大学院新入生を対象に，新型コロナウイルス感染症対策として，全
ての授業で実施することとなった遠隔授業に対して，「教える側」の視点に立ったマイク
ロラーニングを実施することにより，遠隔授業に対し，どのような意識が変化するかに
ついて明らかにすることを目的とした。まず，調査のために実施した質問紙調査結果に
ついて因子分析を実施したところ，「操作・技能に対する自信」，「心情」，「負担感・緊張
感の緩和」，「関心・意欲」，「遠隔教育システムに対する期待感」，「学習環境」，「研修」
の因子が抽出された。次に，因子ごとに遠隔授業実施前，授業開始 1か月後，マイクロラー
ニング実施後の計３回の質問紙調査結果について，多重比較にて分析した。結果，マイ
クロラーニング実施後は，「心情」，「負担感・緊張感の緩和」，「遠隔教育システムに対す
る期待感」の３つの因子について有意な向上が確認された。

キーワード：遠隔授業　マイクロラーニング　GIGAスクール構想

1.　はじめに

　2020 年 4 月 7 日，政府の新型コロナウイルス感染症に対する緊急事態宣言が出された。こ
れを受け，初等中等教育の授業をはじめ，筆者の大学の授業が遠隔授業で実施されることとなっ
た。遠隔授業について，文部科学省は，2015 年度から 2017 年度にかけて実施された「人口減
少社会における ICTの活用による教育の質の維持向上に係る実証事業」や，「遠隔教育の推進
に向けた施策方針」（文部科学省　2018）において，積極的な導入に向けた基本的な考え方と
効果を発揮するための基盤整備の重要性を示している。
　また，2019 年度から進められている「学校 ICT環境整備促進実証研究事業（遠隔教育シス
テム導入実証研究事業）」において，KPI（重要業績評価指標）を設定し，2023 年度までに全
ての学校で遠隔教育が実施できるようにすることについて触れている。
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　さらに，令和元年度補正予算により，児童生徒１人１台の端末と各学校における高速大容量
の通信ネットワークの一体的な整備による令和の新たな学びの姿である「GIGAスクール構想」
（文部科学省　2020a）が提唱され，教育現場における ICT環境整備は加速化している。これ
らの環境を最大限に活かし，個別最適な学びを提供できる実践力を有する教員の育成が急務と
なっている（文部科学省　2020b）。
　以上の背景から，教員養成段階の学生らは，コロナ禍における遠隔授業の受講を通して，遠
隔授業の仕方を学ぶという状況が生まれたと捉えた。すなわち，遠隔授業を受ける「学習者体験」
をしつつ，遠隔授業における「指導法」を学べる絶好の機会であると考えた。そこで，遠隔授
業で「教える側」の視点に立つ取組と，ICTの強みを生かした教育を展開できる資質・能力
の向上に向けた教育方法に着目した。

2.　マイクロラーニングの実践

　高橋ら（2016）は，製作学習において，教員養成系学部に在籍する大学生の製作技能の定着
や興味・関心を高めるための動画教材を開発し，小川ら（2017）は，学生だけでなく，教職大
学院の現職教員も対象として，動画教材の作成と閲覧による学習モデルを開発し，効果を検証
している。
　本研究では，これらの先行研究をもとに，動画教材の活用について検討した。ただ，コロナ
禍というこれまで体験してこなかった緊急事態宣言下における教育として，対面による対話的
な学びに制限があることを考慮する必要があった。そこで，石川（2019）や，小林ら（2020）
が行ったマイクロラーニングによる動画教材の活用方法に着目した。マイクロラーニングは，
Theo	Hug ら（2006）が提唱したもので，身近なデバイスを活用し，学習者の都合のよい時間に，
短時間で学ぶことができるため，近年，企業の職場内研修にも採用されることがある新たな学
びのスタイルである。スマートフォンなどで，繰り返し何度でも自分のペースに合わせて動画
が閲覧できるため，コロナ禍において，個別学習を進める機会が多くなった学生らにとっては，
マイクロラーニングによる動画教材の活用が適切な方法ではないかと思い，これを採用した。

3. 　教職大学院で求められる力量形成に向けた学び

　本学は，高度専門職業人養成としての教員養成に特化した教職大学院を設置している。教職
大学院は，学部の新卒学生あるいは既卒学生（以下，ストレート院生と表記）と，現職教員や
現職管理職の学生（以下，現職院生と表記）が共に学んでいる。ここでは，学部における専門
教育や教職経験の基礎の上に，学校教育に対する高度の専門的で卓越した能力及び優れた資質
を有する教員養成を目指した教育が展開されている。
　遠隔教育に関する授業は，これまで，筆者が担当する前期必修科目「情報メディアによる実
践的指導方法と課題」において，	実証研究における成果を中心に解説を行ってきた。今回のコ
ロナ禍において，院生らにとって，遠隔授業を受ける「学習者体験」をしつつ，遠隔授業にお
ける「指導法」を学ぶことは，教職を担うための学識及び実践力，応用力を培うための取組の
一つとして，教職大学院が求める理論と実践が往還する学びにつながるのではないかと考える
ことができる。
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　そこで，本研究においては，新型コロナウイルス感染症対策として全ての授業で実施するこ
ととなった遠隔授業について，「学ぶ側」としての体験による学びに加え，教職としての「教
える側」の視点に立ったマイクロラーニングを実施した。これにより，遠隔授業に対し，どの
ような意識が変化するかについて明らかにすることを目的とした。

4. 　方法

4.1.　対象
　宮崎大学教育学研究科（教職大学院）１年生 26 名（現職院生 10 名，ストレート院生 16 名）
を対象にした。

4.2.　遠隔授業開始前の事前調査
　遠隔教育システム活用ガイドブック（文部科学省　2020c）を参考に，遠隔教育システム，遠隔・
オンライン教育，遠隔教育，遠隔授業などの用語の定義等について説明を行い，遠隔教育シス
テムによる遠隔授業開始前の質問紙調査を下記により実施した。

4.2.1.　質問紙調査期間
　2020 年 5 月 1 日（金）〜 5月 7日（木）

4.2.2.　調査の内容と分析の手法
a「遠隔教育システムによる授業の経験や準備」
　遠隔教育システムによる授業の経験や，家庭やアパート等における準備状況の実態を把握す
るため調査を実施した。
　まず，「経験」に関して，授業を実施する様子を見たことがあるか，授業を受けたことがあるか，
遠隔教育システムについての知識があるかについての問い３問と，「準備」に関して，家庭や
アパート等の通信環境と，コンピュータの所有状況についての問い２問の計５問について調査
を実施した。それぞれ７件法で行い，非常に当てはまる→ 7点，当てはまる→ 6点，やや当て
はまる→ 5点，どちらでもない→ 4点，やや当てはまらない→ 3点，当てはまらない→ 2点，
全く当てはまらない→ 1点と得点化し，平均値を求めて分析した。	

ｂ「遠隔教育システムの活用に関する調査」
　遠隔教育システムの活用に関する調査を行うため，櫻井ら（2011）の ICT活用態度尺度に
ある「操作苦手意識」，「ICT活用への関心・意欲」，「ICT機器の教育効果に対する肯定的評価」
に関する質問を参考にし，本研究では計 25 問の独自の質問紙調査を実施した（表２）。
　実施した調査は７件法で行い，「遠隔教育システムによる授業の経験や準備」と同様に得点
化した。なお，本研究は，櫻井らの ICT活用態度尺度とは異なった認識を示している可能性
がある。そこで，因子分析を行い，分類された因子ごとにその特徴について考察を行い，遠隔
授業に対し，どのような意識が変化するかについて明らかにすることとした。調査は，いずれ
も個人を特定できないよう留意することや，個人の成績・評価に影響を与えないことを伝える
など，倫理的側面には十分に配慮した。
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①  遠隔授業受講上の注意事項  

・肖像権，著作権を含めた児童生徒

へ指導する際の留意事項の把握   

・「遠隔教育システム活用ガイドブ

ック」にある学校での接続形態や実

践事例の把握  

②  遠隔教育のパターン別紹介  

・多様な人々とのつながりや教科等

の学びを深める方法に対する理解  

・個々の児童生徒に応じた対応への

理解  

・高等学校等における単位認定 な

ど，制度に対する理解  

・遠隔教育に必要となる ICT 機器の整理  

③  遠隔教育システムの利用に関する効果  

・県内の教員研修における時間の効率化，出張旅費の削減などの身近な取組事例の考察  

・児童生徒が相手意識をもって交流する活動，考えを広げ深める活動に対する考察  

・児童生徒のコミュニケーション能力の育成に対する効果の検証  

④  授業者側の準備物と配慮事項  

・授業者側から観た接続の様子，授業者が利用すべき機材とレイアウトに対する理解  

・双方向の授業に向けた留意事項の習得  

⑤  ZOOM や Webex などの設定  

・ミーティングのスケジューリングの設定とセキュリティへの対応に対する理解  

・チャット機能，画面共有について，授業を行う前の設定や活用方法に対する理解  

図２  学内でマイクロラーニングを受講する学生の

様子  

図１  Webclass に掲載したマイクロラーニング用の動画教材例  

4.3.　遠隔授業開始１か月後の調査とマイクロラーニングの説明
4.3.1.　調査及び説明の実施日
　2020 年 6 月 11 日（木）

4.3.2.　調査の内容とマイクロラーニングの説明
　大学全体で遠隔授業が開始されてから１か月後の時点における学生の意識を調査するため，
「遠隔教育システムの活用に関する調査」（全 25 問）の２回目の質問紙調査を実施した。調査
実施後，マイクロラーニングについて，4.4.に示す実施方法や内容を説明した。

4.4.　マイクロラーニングの実施と事後調査
4.4.1.　マイクロラーニング実施期間
　2020 年 6 月 11 日（木）〜 6月 18 日（木）
　上記の期間を設定し，学生らの自宅等において，マイクロラーニングを実施させた。使用す
るデバイスや，実施する時間帯，閲覧の回数等は各個人の判断に委ね，自由に選択できるよう
にし，学生個々のペースで個別学習が進められるようにした。

4.4.2.　マイクロラーニングの内容
　北澤ら（2014）は，模擬授業の動画を相互評価させる授業実践を行い，対面では得られなかっ
た新たな気づきが促進される可能性を示している。文部科学省（2020d）は，教職課程におけ
る教師の ICT活用指導力充実に向け，動画コンテンツの視聴と演習を組み合わせた授業の設
計による実践的な学修を求めている。しかし，今回のコロナ禍における状況では，これまで教
員養成で実践してきたような学生相互の交流や対話，演習といった活動に制限があった。そこ
で，マイクロラーニングにより，個別に学習が進められるようにし，遠隔授業に対する意識の
向上が図られるように，コンテンツの内容を工夫して設計した。
　まず，遠隔授業開始前の事前調査結果を参考に，遠隔教育システムの活用に関する動画教材
を５本作成した。それぞれ，プレゼンテーション画面を電子黒板上に投影し，理解を促進でき
るよう，画面に書き込みを行いながら説明を行った。図１は，動画教材の一例である。また，「短
時間で学ぶ」ことができるよう，要点をまとめて，最大でも８分程度の動画になるように努め
た。なお，各マイクロラーニングの内容と，「教える側」としての視点については，①〜⑤の
とおりである。
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①　遠隔授業受講上の注意事項
・肖像権，著作権を含めた児
童生徒へ指導する際の留意事
項の把握　
・「遠隔教育システム活用ガイ
ドブック」にある学校での接
続形態や実践事例の把握

②　遠隔教育のパターン別紹介
・多様な人々とのつながりや
教科等の学びを深める方法に
対する理解
・個々の児童生徒に応じた対
応への理解
・高等学校等における単位認定など，制度に対する理解
・遠隔教育に必要となる ICT機器の整理
③　遠隔教育システムの利用に関する効果
・県内の教員研修における時間の効率化，出張旅費の削減などの身近な取組事例の考察
・児童生徒が相手意識をもって交流する活動，考えを広げ深める活動に対する考察
・児童生徒のコミュニケーション能力の育成に対する効果の検証
④　授業者側の準備物と配慮事項
・授業者側から観た接続の様子，授業者が利用すべき機材とレイアウトに対する理解
・双方向の授業に向けた留意事項の習得
⑤　ZoomやWebex などの設定
・ミーティングのスケジューリングの設定とセキュリティへの対応に対する理解
・チャット機能，画面共有について，授業を行う前の設定や活用方法に対する理解
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4.4.3. マイクロラーニング実施上の配慮  

動画教材で利用したプレゼンテーションは， PDF ファイルに加工し，学生がダウンロードし

て利用できるようにした。また，「教える側」の視点に立って解説を行っていることや，必要に

応じて一時停止したり，繰り返したりして，自身のペースでマイクロラーニングが実施できる

ように工夫していることについて説明した。      

なお，学生によって，自宅の通信環境に課題がある場合等に柔軟に対応するため，全ての学

生に対し，講義棟の一部利用が可能となることが周知されるなどの配慮が示され，実際に利用

する学生の姿が見られた（図２）。  

 

4.4.4. 事後調査の内容  

マイクロラーニング実施後の遠隔教育システムの活用態度を把握するため，「遠隔教育シス

テムの活用に関する調査」（全 25 問）を実施した。  

 

 

5. 結果と考察  

5.1. 「遠隔教育システムによる授業の経験や準備」  

遠隔教育システムによる授業の経験や，家庭やアパート等における準備状況などの実態を把

握するため，遠隔授業開始前の事前調査として質問紙調査を実施した（表１）。結果，経験や知

識についての質問（質問１～３）について，「非常に当てはまる」，「当てはまる」，「やや当ては

まる」のいずれかを回答した学生は約 32%いた。また，通信環境やコンピュータの所有に関す

る質問（質問４と５）については，「非常に当てはまる」，「当てはまる」，「やや当てはまる」の

いずれかを回答した学生は約 81%となっており，通信環境の整備，コンピュータの所有の状況

は高い傾向を示した。  

以上により，遠隔教育システムによる授業を受講するための通信環境の整備や，コンピュー

タの所有などの準備は概ね整っていることが確認できた。本学では，学部入学時からコンピュ

ータの必携化を求めており，推奨されているコンピュータには， Web カメラが附属している。

また，学部では，電子メールの活用や LMS の利活用が推進されていたことなどから，準備状況

が高かった要因として考えられる。  

M SD

1
遠隔教育システムで授業を実施する様子を見
たことがある

3.62 2.17

2 遠隔教育システムで授業を受けた経験がある 2.85 2.19

3 遠隔教育システムについての知識がある 3.04 1.54

4
自宅（アパート等の生活拠点）は遠隔教育シ
ステムを利用するための通信環境が整ってい
る

5.27 1.54

5
遠隔教育システムを利用できるコンピュータ
を所有している

5.65 1.29

表１　遠隔教育システムによる授業の経験や準備
に関する事前調査結果（N =26）

質問項目

経
験

準
備

4.4.3.　マイクロラーニング実施上の配慮
　動画教材で利用したプレゼンテーションは，PDFファイルに加工し，学生がダウンロード
して利用できるようにした。また，「教える側」の視点に立って解説を行っていることや，必
要に応じて一時停止したり，繰り返したりして，自身のペースでマイクロラーニングが実施で
きるように工夫していることについて説明した。　　　　
　なお，学生によって，自宅の通信環境に課題がある場合等に柔軟に対応するため，全ての学
生に対し，講義棟の一部利用が可能となることが周知されるなどの配慮が示され，実際に利用
する学生の姿が見られた（図２）。

4.4.4.　事後調査の内容
　マイクロラーニング実施後の遠隔教育システムの活用態度を把握するため，「遠隔教育シス
テムの活用に関する調査」（全 25 問）を実施した。

5. 　結果と考察

5.1.　「遠隔教育システムによる授業の経験や準備」
　遠隔教育システムによる授業の経験や，家庭やアパート等における準備状況などの実態を把
握するため，遠隔授業開始前の事前調査として質問紙調査を実施した（表１）。結果，経験や
知識についての質問（質問１〜３）について，「非常に当てはまる」，「当てはまる」，「やや当
てはまる」のいずれかを回答した学生は約 32%いた。また，通信環境やコンピュータの所有
に関する質問（質問４と５）については，「非常に当てはまる」，「当てはまる」，「やや当ては
まる」のいずれかを回答した学生は約 81%となっており，通信環境の整備，コンピュータの
所有の状況は高い傾向を示した。
　以上により，遠隔教育システムによる授業を受講するための通信環境の整備や，コンピュー
タの所有などの準備は概ね整っていることが確認できた。本学では，学部入学時からコンピュ
ータの必携化を求めており，推奨されているコンピュータには，Web カメラが附属している。
また，学部では，電子メールの活用や LMSの利活用が推進されていたことなどから，準備状
況が高かった要因として考えられる。
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また，学部では，電子メールの活用や LMS の利活用が推進されていたことなどから，準備状況

が高かった要因として考えられる。  
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2 遠隔教育システムで授業を受けた経験がある 2.85 2.19

3 遠隔教育システムについての知識がある 3.04 1.54

4
自宅（アパート等の生活拠点）は遠隔教育シ
ステムを利用するための通信環境が整ってい
る

5.27 1.54

5
遠隔教育システムを利用できるコンピュータ
を所有している

5.65 1.29

表１　遠隔教育システムによる授業の経験や準備
に関する事前調査結果（N =26）

質問項目

経
験

準
備

- 7 - 

 

準備が進んでいなかった学生について個別に確認をとったところ，コロナ禍の中で，コンピ

ュータの注文をしているにもかかわらず納品に時間を要している学生がいた。また，コンピュ

ータは所有しているものの，既にアップデートのサービスが終了した Windows７などのバージ

ョンが古い OS を使用していたり，インターネットの閲覧等は可能であるものの，通信量に制限

がかかるネットワーク回線を使用していたりするなどの問題点が明らかになった。これらの学

生に対しては，直ちに代替機のコンピュータの借用や大学の Wi-Fi を使用した受講ができるよ

う，教室の一部が開放されていることを周知するなど，個別サポートにより円滑な受講を支援

した。これらの状況から，授業開始前の環境構築に対する調査の重要性と個別の問題点への対

処の必要性が，改めて明確になった。  

 

5.2. 「遠隔教育システムの活用に関する調査」に対する因子分析  

「遠隔教育システムの活用に関する調査」について，因子分析を行って，因子の抽出を試み  

た。抽出の方法として，最尤法，プロマックス回転を用いるとともに，因子数の決定基準は固

有値１以上としたところ，７つの因子が抽出された（表２）。  

なお，因子分析の結果，本研究では７因子が抽出され，櫻井らの抽出結果とは異なっていた

ため，抽出された７因子それぞれについて考察することとした。

 

F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7

2 遠隔教育システムを使いこなせる自信がある .942 .187 .242 -.138 -.191 .103 -.370

1 遠隔教育システムの操作は簡単である .911 .220 .469 -.060 -.253 .130 -.397

3 遠隔教育システムを使っている間に起こるトラブルへの対処は簡単だ .796 -.141 .201 -.239 .010 -.336 -.273

5 遠隔教育システムを使った授業を受けることは楽しい .146 .991 .236 .342 .138 .207 -.172

4 遠隔教育システムを使った授業を受けることが好きだ .032 .886 .024 .322 .283 .120 -.185

7 授業で遠隔教育システムを使うことにストレスを感じない .326 .272 .920 .166 .132 .204 -.254

6 遠隔教育システムを使った授業の受講は緊張しない .557 .089 .864 -.146 -.051 -.171 -.338

8 教師は，遠隔教育システムを使った授業準備に時間は多くかからない -.055 .035 .432 .085 .316 .125 .003

11 遠隔教育システム利用に関する研修会に参加したい -.318 .251 -.001 .937 .163 -.026 .393

9 遠隔教育システムを利用した授業に興味がある .059 .322 .070 .811 .146 .486 -.120

10 遠隔教育システムを取り入れた授業をしてみたい -.018 .461 .105 .575 .304 .565 .013

16 遠隔教育システムを使った授業で，児童生徒の意欲を高められる -.272 -.005 .087 .211 .869 .039 .352

17 遠隔教育システムを使った授業で，児童生徒の集中力を高められる .046 .135 .187 .001 .834 .389 -.040

19 遠隔教育システムを使った授業で，児童生徒の考える場面が増える -.101 .196 .261 .202 .806 .370 -.012

15 教師は，遠隔教育システムを利用することで，自分の弱点を補うことができる -.119 .043 -.140 .108 .781 .247 .263

12 遠隔教育システムを利用することで，教師の指導力が高まる -.003 .304 .016 .141 .771 .625 .024

18 遠隔教育システムを使った授業で，児童生徒はわかりやすくなる .055 .402 -.200 .238 .765 .422 -.065

14 教師は，遠隔教育システムを使うことで，授業のねらいを達成できる -.138 -.118 .025 .147 .750 .575 .100

21 遠隔教育システムを使った授業で，児童生徒とのふれあいを高められる -.271 .180 .260 .165 .700 .184 -.034

20 遠隔教育システムを使った授業で，児童生徒は内容の議論を深められる -.202 .366 .091 .424 .691 .046 -.005

13 教師は，遠隔教育システムを使うことで，今までできなかった授業を実現できる -.125 .108 -.077 .211 .488 .090 .337

23 学校は，遠隔教育システムを使えるように環境を整えるべきである -.263 -.068 -.165 .214 .610 .653 .474

22 教師は，授業で遠隔教育システムを使った方がいい -.045 .061 -.141 .302 .324 .607 -.014

25 学校は，遠隔教育システムを利用する機会を増やした方がいい -.041 .092 .090 .059 .147 .559 .169

24 学校は，遠隔教育システムを使えるように研修を充実すべきである -.368 -.075 -.232 .267 .306 .381 .901

因子抽出法: 最尤法 回転法: Kaiser の正規化を伴うプロマックス法

F1操作・技能に対する自信，F2心情，F3負担感・緊張感の緩和，F4関心・意欲，F5遠隔教育システムに対する期待感，F6学習環境，F7研修　　 

表２　因子分析の結果

因子 質問項目
因子

学習
環境

研修

操作・技能に対す
る自信

心情

負担感・緊張感
の緩和

関心・意欲

遠隔教育システム
に対する期待感

 

 

　準備が進んでいなかった学生について個別に確認をとったところ，コロナ禍の中で，コンピ
ュータの注文をしているにもかかわらず納品に時間を要している学生がいた。また，コンピュ
ータは所有しているものの，既にアップデートのサービスが終了したWindows ７などのバー
ジョンが古いOSを使用していたり，インターネットの閲覧等は可能であるものの，通信量に
制限がかかるネットワーク回線を使用していたりするなどの問題点が明らかになった。これら
の学生に対しては，直ちに代替機のコンピュータの借用や大学のWi-Fi を使用した受講ができ
るよう，教室の一部が開放されていることを周知するなど，個別サポートにより円滑な受講を
支援した。これらの状況から，授業開始前の環境構築に対する調査の重要性と個別の問題点へ
の対処の必要性が，改めて明確になった。

5.2.　「遠隔教育システムの活用に関する調査」に対する因子分析
　「遠隔教育システムの活用に関する調査」について，因子分析を行って，因子の抽出を試み
た。抽出の方法として，最尤法，プロマックス回転を用いるとともに，因子数の決定基準は固
有値１以上としたところ，７つの因子が抽出された（表２）。
　なお，因子分析の結果，本研究では７因子が抽出され，櫻井らの抽出結果とは異なっていた
ため，抽出された７因子それぞれについて考察することとした。	
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M SD M SD M SD

1 遠隔教育システムの操作は簡単である 3.72 1.34 4.72 1.40 5.24 0.83
2 遠隔教育システムを使いこなせる自信がある 3.44 1.66 4.28 1.34 5.12 0.72
3 遠隔教育システムを使っている間に起こるトラブルへの対処は簡単だ 2.68 1.28 3.48 1.30 3.84 1.25
4 遠隔教育システムを使った授業を受けることが好きだ 3.84 1.14 4.76 1.27 5.64 0.86
5 遠隔教育システムを使った授業を受けることは楽しい 3.92 1.15 4.72 1.10 5.52 1.12
6 遠隔教育システムを使った授業の受講は緊張しない 3.44 1.56 4.08 1.15 5.20 1.47
7 授業で遠隔教育システムを使うことにストレスを感じない 3.64 1.71 4.12 1.42 5.12 1.62
8 教師は，遠隔教育システムを使った授業準備に時間は多くかからない 3.00 1.44 3.40 1.38 4.44 1.16
9 遠隔教育システムを利用した授業に興味がある 5.24 0.93 5.48 0.92 6.08 0.70
10 遠隔教育システムを取り入れた授業をしてみたい 4.44 1.33 5.32 1.25 5.80 0.96
11 遠隔教育システム利用に関する研修会に参加したい 5.20 1.44 5.80 0.91 6.04 0.84
12 遠隔教育システムを利用することで，教師の指導力が高まる 3.96 0.89 5.00 1.16 5.36 1.11
13 教師は，遠隔教育システムを使うことで今までできなかった授業を実現できる 4.88 1.36 5.48 1.30 6.36 0.81
14 教師は，遠隔教育システムを使うことで，授業のねらいを達成できる 3.84 1.07 4.92 1.04 5.16 1.21
15 教師は，遠隔教育システムを利用することで，自分の弱点を補うことができる 4.04 1.34 4.96 1.24 5.36 1.38
16 遠隔教育システムを使った授業で，児童生徒の意欲を高められる 4.24 1.42 5.28 1.02 5.80 1.04
17 遠隔教育システムを使った授業で，児童生徒の集中力を高められる 3.80 1.26 4.80 1.19 5.32 1.28
18 遠隔教育システムを使った授業で，児童生徒はわかりやすくなる 4.08 1.08 4.72 1.28 5.56 1.04
19 遠隔教育システムを使った授業で，児童生徒の考える場面が増える 3.96 1.27 5.00 1.19 5.28 1.28
20 遠隔教育システムを使った授業で，児童生徒は内容の議論を深められる 3.92 1.26 4.52 1.19 5.28 1.28
21 遠隔教育システムを使った授業で，児童生徒とのふれあいを高められる 3.40 1.44 4.40 1.53 4.68 1.60
22 教師は，授業で遠隔教育システムを使った方がいい 4.12 1.05 4.88 1.05 5.12 1.09
23 学校は，遠隔教育システムを使えるように環境を整えるべきである 5.88 0.97 6.28 0.61 6.32 0.95
24 学校は，遠隔教育システムを使えるように研修を充実すべきである 6.04 0.89 6.36 0.64 6.52 0.65
25 学校は，遠隔教育システムを利用する機会を増やした方がいい 5.04 1.10 5.92 0.86 6.12 0.78
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システム
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表３　遠隔教育システム活用に関する調査

因子 質問項目

調査１
遠隔授業開始前

調査２
遠隔授業開始

1か月後

調査３
マイクロラーニ

ング実施後

 
 

5.3.1. 「操作・技能に対する自信」  

因子１の「操作・技能に対する自信」について，平均値の差を多重比較した。結果，調査１

と２及び，調査１と３のいずれにおいても有意差が認められ，事後の平均値が有意に大きいこ

とが分かった（表４）。さらに，マイクロラーニング実施後は，最小値や第１四分位点が上がり，

データのばらつきが小さくなった（図３）。  

因子１の各質問項目別に結果を見ると，いずれも遠隔授業開始１か月後，マイクロラーニン

グ実施後と，平均値が徐々に上がっている様子が見られた。マイクロラーニングの内容とし

て，授業者側の準備物と配慮事項，接続の様子，授業者が利用すべき機材とレイアウトなどを

説明した。また，ミーティングのスケジューリングや画面共有，チャット機能の設定方法など

を説明した。このように，遠隔授業の学習者としての経験だけでは得られない「教える側」と

しての操作・技能の習得につながる教材をマイクロラーニングとして与えていたことが，平均

値の有意な向上の要因ではないかと推察する。しかし，「トラブルへの対処は簡単だ」に関し

ては，「全く当てはまらない」～「やや当てはまらない」の否定的な回答が 48%と約半数を占

めていることから，トラブルへの対処に関しては，マイクロラーニングの動画教材で例示して

説明を加えるなどの工夫が大切であることが分かった。さらに，実際にはどのようなトラブル

が発生したかなど，事後の聞き取り調査などをもとに，その対処法をマニュアル化して，事前

に示す等の手続きの必要性も感じられた。  

 

5.2.1.　因子１，２，３
　因子１，２，３は，ICT活用態度尺度の「操作苦手意識」に関する質問項目に関する項目が
抽出された。このうち，因子１は，遠隔教育システムの操作や技能の習得に関する項目に絞ら
れていたため「操作・技能に対する自信」とした。また，因子２は，心情面の項目に絞られて
いたため「心情」とし，因子３は，「ストレスや負担感を感じさせないこと」に関する項目に
絞られたため「負担感・緊張感の緩和」とした。

5.2.2.　因子４, ５
　因子４, ５は，ICT 活用態度尺度の「ICT活用への関心・意欲」と，「ICT機器の教育効果
に対する肯定的評価」に関する質問項目に関する項目が抽出された。因子４は，遠隔教育シス
テムに対する関心や，遠隔授業実施に対する意欲に絞られていたため，「関心・意欲」とした。
因子５は，具体的な授業実施場面をイメージした項目に絞られ，児童生徒の集中力やわかりや
すさ，授業中のふれあいをはじめ，授業を構想する力や実践する力の向上に対する期待感につ
いての項目となったので，「遠隔教育システムに対する期待感」と命名して分析することとした。

5.2.3.　因子６, ７
　因子６, ７は，ICTの学校における学習環境の整備や教員研修に関する項目が抽出された。
これらは，授業開始前からいずれも有意に高い傾向を示しており，変化があまり見られなかっ
たことから，因子６を「学習環境」，因子７を「研修」と命名し，全体的な傾向についてまと
めた。

5.2.4.　信頼性
　抽出された各因子について，信頼性を分析した結果（操作・技能に対する自信α =.889，心
情α =.924，負担感・緊張感の緩和α =.659，関心・意欲α =.634，遠隔教育システムに対する
期待感α =.895，学習環境α =.531），本尺度の内的整合性が認められた。	

5.3.　遠隔授業開始１か月後とマイクロラーニング実施後における質問紙調査結果の分析
　「遠隔教育システムの活用に関する調査」として，質問紙調査を計３回実施した（調査 1：
遠隔授業開始前，調査２：遠隔授業開始 1か月後，調査３：マイクロラーニング実施後）。
　まず，質問項目ごとに，記述統計で，平均値や標準偏差を確認した（表３）。
　次に，因子分析によって抽出したカテゴリーごとの得点を合計し，平均値を算出し，
Tukey-Kramer の HSD検定により，平均値の差を多重比較（表４〜９）するとともに，視覚
的な要約と比較を行うため，箱ひげ図を作成（図３〜８）して分析を行った。

小林博典　26
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M SD M SD M SD

1 遠隔教育システムの操作は簡単である 3.72 1.34 4.72 1.40 5.24 0.83
2 遠隔教育システムを使いこなせる自信がある 3.44 1.66 4.28 1.34 5.12 0.72
3 遠隔教育システムを使っている間に起こるトラブルへの対処は簡単だ 2.68 1.28 3.48 1.30 3.84 1.25
4 遠隔教育システムを使った授業を受けることが好きだ 3.84 1.14 4.76 1.27 5.64 0.86
5 遠隔教育システムを使った授業を受けることは楽しい 3.92 1.15 4.72 1.10 5.52 1.12
6 遠隔教育システムを使った授業の受講は緊張しない 3.44 1.56 4.08 1.15 5.20 1.47
7 授業で遠隔教育システムを使うことにストレスを感じない 3.64 1.71 4.12 1.42 5.12 1.62
8 教師は，遠隔教育システムを使った授業準備に時間は多くかからない 3.00 1.44 3.40 1.38 4.44 1.16
9 遠隔教育システムを利用した授業に興味がある 5.24 0.93 5.48 0.92 6.08 0.70
10 遠隔教育システムを取り入れた授業をしてみたい 4.44 1.33 5.32 1.25 5.80 0.96
11 遠隔教育システム利用に関する研修会に参加したい 5.20 1.44 5.80 0.91 6.04 0.84
12 遠隔教育システムを利用することで，教師の指導力が高まる 3.96 0.89 5.00 1.16 5.36 1.11
13 教師は，遠隔教育システムを使うことで今までできなかった授業を実現できる 4.88 1.36 5.48 1.30 6.36 0.81
14 教師は，遠隔教育システムを使うことで，授業のねらいを達成できる 3.84 1.07 4.92 1.04 5.16 1.21
15 教師は，遠隔教育システムを利用することで，自分の弱点を補うことができる 4.04 1.34 4.96 1.24 5.36 1.38
16 遠隔教育システムを使った授業で，児童生徒の意欲を高められる 4.24 1.42 5.28 1.02 5.80 1.04
17 遠隔教育システムを使った授業で，児童生徒の集中力を高められる 3.80 1.26 4.80 1.19 5.32 1.28
18 遠隔教育システムを使った授業で，児童生徒はわかりやすくなる 4.08 1.08 4.72 1.28 5.56 1.04
19 遠隔教育システムを使った授業で，児童生徒の考える場面が増える 3.96 1.27 5.00 1.19 5.28 1.28
20 遠隔教育システムを使った授業で，児童生徒は内容の議論を深められる 3.92 1.26 4.52 1.19 5.28 1.28
21 遠隔教育システムを使った授業で，児童生徒とのふれあいを高められる 3.40 1.44 4.40 1.53 4.68 1.60
22 教師は，授業で遠隔教育システムを使った方がいい 4.12 1.05 4.88 1.05 5.12 1.09
23 学校は，遠隔教育システムを使えるように環境を整えるべきである 5.88 0.97 6.28 0.61 6.32 0.95
24 学校は，遠隔教育システムを使えるように研修を充実すべきである 6.04 0.89 6.36 0.64 6.52 0.65
25 学校は，遠隔教育システムを利用する機会を増やした方がいい 5.04 1.10 5.92 0.86 6.12 0.78

学習
環境

研修

操作・技
能に対す
る自信

心情

負担感･
緊張感

関心･意
欲

遠隔教育
システム
に対する
期待感

表３　遠隔教育システム活用に関する調査

因子 質問項目

調査１
遠隔授業開始前

調査２
遠隔授業開始

1か月後

調査３
マイクロラーニ

ング実施後

 
 

5.3.1. 「操作・技能に対する自信」  

因子１の「操作・技能に対する自信」について，平均値の差を多重比較した。結果，調査１

と２及び，調査１と３のいずれにおいても有意差が認められ，事後の平均値が有意に大きいこ

とが分かった（表４）。さらに，マイクロラーニング実施後は，最小値や第１四分位点が上がり，

データのばらつきが小さくなった（図３）。  

因子１の各質問項目別に結果を見ると，いずれも遠隔授業開始１か月後，マイクロラーニン

グ実施後と，平均値が徐々に上がっている様子が見られた。マイクロラーニングの内容とし

て，授業者側の準備物と配慮事項，接続の様子，授業者が利用すべき機材とレイアウトなどを

説明した。また，ミーティングのスケジューリングや画面共有，チャット機能の設定方法など

を説明した。このように，遠隔授業の学習者としての経験だけでは得られない「教える側」と

しての操作・技能の習得につながる教材をマイクロラーニングとして与えていたことが，平均

値の有意な向上の要因ではないかと推察する。しかし，「トラブルへの対処は簡単だ」に関し

ては，「全く当てはまらない」～「やや当てはまらない」の否定的な回答が 48%と約半数を占

めていることから，トラブルへの対処に関しては，マイクロラーニングの動画教材で例示して

説明を加えるなどの工夫が大切であることが分かった。さらに，実際にはどのようなトラブル

が発生したかなど，事後の聞き取り調査などをもとに，その対処法をマニュアル化して，事前

に示す等の手続きの必要性も感じられた。  

 

5.3.1.　「操作・技能に対する自信」
　因子１の「操作・技能に対する自信」について，平均値の差を多重比較した。結果，調査１
と２及び，調査１と３のいずれにおいても有意差が認められ，事後の平均値が有意に大きいこ
とが分かった（表４）。さらに，マイクロラーニング実施後は，最小値や第１四分位点が上がり，
データのばらつきが小さくなった（図３）。
　因子１の各質問項目別に結果を見ると，いずれも遠隔授業開始１か月後，マイクロラーニン
グ実施後と，平均値が徐々に上がっている様子が見られた。マイクロラーニングの内容として，
授業者側の準備物と配慮事項，接続の様子，授業者が利用すべき機材とレイアウトなどを説明
した。また，ミーティングのスケジューリングや画面共有，チャット機能の設定方法などを説
明した。このように，遠隔授業の学習者としての経験だけでは得られない「教える側」として
の操作・技能の習得につながる教材をマイクロラーニングとして与えていたことが，平均値の
有意な向上の要因ではないかと推察する。しかし，「トラブルへの対処は簡単だ」に関しては，
「全く当てはまらない」〜「やや当てはまらない」の否定的な回答が 48%と約半数を占めてい
ることから，トラブルへの対処に関しては，マイクロラーニングの動画教材で例示して説明を
加えるなどの工夫が大切であることが分かった。さらに，実際にはどのようなトラブルが発生
したかなど，事後の聞き取り調査などをもとに，その対処法をマニュアル化して，事前に示す
等の手続きの必要性も感じられた。

遠隔授業で「教える側」の視点に立ったマイクロラーニングによる意識の変化 27　



- 11 - 

 

因子３の各質問項目別では，表６が示すように，調査２と３の間で平均値が有意に向上し，

マイクロラーニングの学修効果が示唆された。コンテンツの内容に，遠隔授業を実施する上で

の準備物を具体的に整理して示したり，遠隔授業で多様な人とのつながりや円滑なコミュニケ

ーションを可能とした実践事例を示したりしたことが影響しているのではないかと考える。  

 

5.3.4. 「関心・意欲」  

因子４の「関心・意欲」について，平均値の差を多重比較した。結果，調査１と２，１と３

において有意差が認められ，事後の平均値が有意に大きいことが分かった（表７）。  

因子４の各質問項目別では，関心・意欲に対する質問項目に対しては，授業開始前から平均

値が高い傾向にあったが，遠隔授業を受講する経験を重ねるごとに，遠隔教育システムに対す

る関心が高まり，実践に対する意欲が向上することが確認できた。  

 

 

5.3.5. 「遠隔教育システムに対する期待感」  

因子５の「遠隔教育システムに対する期待感」について，平均値の差を多重比較した。結果，

調査１と２，１と３，２と３の全てにおいて有意差が認められ，マイクロラーニングによって，

「遠隔教育システムに対する期待感」が高まったことが示された（表８）。また，授業開始前に

「全く当てはまらない」～「やや当てはまらない」の否定的な回答として点在していた外れ値

が，マイクロラーニング実施後は約 20％から約 8％へ減少し，収束しながら向上する様子（図

アンケート
調査 M   SD

1 4.11 1.11

2 4.56 0.91

3 5.47 1.05

(I) (J)

2 -0.45

3 -1.36 ***

2 3 -0.91 **

 **p<.01 , ***p<.001 図５　箱ひげ図による得点分布

25
多重比較

アンケート調査 平均値の差

(I-J)

TukeyHSD
1

25

「負担感・緊張感」

表６　記述統計と多重比較の結果

記述統計

N

25

得
点

アンケート調査

アンケート
調査 M   SD

1 4.59 0.97

2 5.33 0.92

3 5.65 0.80

(I) (J)

2 -0.75 *

3 -1.07 ***

2 3 -0.32
*p<.05 ,  ***p<.001 図６　箱ひげ図による得点分布

25
多重比較

アンケート調査 平均値の差

(I-J)

TukeyHSD
1

25

「関心・意欲」

表７　記述統計と多重比較の結果

記述統計

N

25

得
点

アンケート調査
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5.3.2. 「心情」  

因子２の「心情」について，平均値の差を多重比較した。結果，調査１と２，１と３，２と

３の全てに有意差が認められ，マイクロラーニングによって，遠隔授業への「心情」が高まっ

たことが示された（表５）。さらに，マイクロラーニング実施後は，最小値や第１四分位点が上

がっており（図４），「心情」の値が低い受講生への効果が高いことがわかる。  

因子２の各質問項目別では，遠隔授業開始前の平均値と比較すると，遠隔授業開始１か月後，

マイクロラーニング実施後と向上しており，マイクロラーニング後は，「全く当てはまらない」

～「やや当てはまらない」の回答者は 2%に過ぎなかったことからも，授業を好意的に受講でき

るようになったことが確認された。マイクロラーニングの中で，学校における実践事例を紹介す

る際に，活動の様子について写真などを用いたり，図表などを示したりして，視覚的にわかり

やすく解説したことも要因ではないかと推察する。  

 

5.3.3. 「負担感・緊張感の緩和」  

因子３の「負担感・緊張感の緩和」について，平均値の差を多重比較した。結果，調査１と

３及び２と３において，有意差が認められ，マイクロラーニングにより，遠隔授業に対する負

担感・緊張感が緩和されたことが示された（表６）。  

アンケート
調査 M   SD

1 3.28 1.29

2 4.16 1.18

3 4.73 0.81

(I) (J)

2 -0.88 *

3 -1.45 ***

2 3 -0.57
*p<.05 , ***p<.001 図３　箱ひげ図による得点分布

25
多重比較

アンケート調査 平均値の差

(I-J)

TukeyHSD
1

25

「操作・技能に対する自信」

表４　記述統計と多重比較の結果

記述統計

N

25

得
点

アンケート調査

アンケート
調査 M   SD

1 3.88 1.10

2 4.74 1.08

3 5.58 0.93

(I) (J)

2 -0.86 *

3 -1.70 ***

2 3 -0.84 *

*p<.05 ,  ***p<.001 図４　箱ひげ図による得点分布

25
多重比較

アンケート調査 平均値の差

(I-J)

TukeyHSD
1

25

「心情」

表５　記述統計と多重比較の結果

記述統計

N

25

得
点

アンケート調査

- 10 - 

 

 

 

5.3.2. 「心情」  

因子２の「心情」について，平均値の差を多重比較した。結果，調査１と２，１と３，２と

３の全てに有意差が認められ，マイクロラーニングによって，遠隔授業への「心情」が高まっ

たことが示された（表５）。さらに，マイクロラーニング実施後は，最小値や第１四分位点が上

がっており（図４），「心情」の値が低い受講生への効果が高いことがわかる。  

因子２の各質問項目別では，遠隔授業開始前の平均値と比較すると，遠隔授業開始１か月後，

マイクロラーニング実施後と向上しており，マイクロラーニング後は，「全く当てはまらない」

～「やや当てはまらない」の回答者は 2%に過ぎなかったことからも，授業を好意的に受講でき

るようになったことが確認された。マイクロラーニングの中で，学校における実践事例を紹介す

る際に，活動の様子について写真などを用いたり，図表などを示したりして，視覚的にわかり

やすく解説したことも要因ではないかと推察する。  

 

5.3.3. 「負担感・緊張感の緩和」  

因子３の「負担感・緊張感の緩和」について，平均値の差を多重比較した。結果，調査１と

３及び２と３において，有意差が認められ，マイクロラーニングにより，遠隔授業に対する負

担感・緊張感が緩和されたことが示された（表６）。  

アンケート
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因子３の各質問項目別では，表６が示すように，調査２と３の間で平均値が有意に向上し，

マイクロラーニングの学修効果が示唆された。コンテンツの内容に，遠隔授業を実施する上で

の準備物を具体的に整理して示したり，遠隔授業で多様な人とのつながりや円滑なコミュニケ

ーションを可能とした実践事例を示したりしたことが影響しているのではないかと考える。  

 

5.3.4. 「関心・意欲」  

因子４の「関心・意欲」について，平均値の差を多重比較した。結果，調査１と２，１と３

において有意差が認められ，事後の平均値が有意に大きいことが分かった（表７）。  

因子４の各質問項目別では，関心・意欲に対する質問項目に対しては，授業開始前から平均

値が高い傾向にあったが，遠隔授業を受講する経験を重ねるごとに，遠隔教育システムに対す

る関心が高まり，実践に対する意欲が向上することが確認できた。  

 

 

5.3.5. 「遠隔教育システムに対する期待感」  

因子５の「遠隔教育システムに対する期待感」について，平均値の差を多重比較した。結果，

調査１と２，１と３，２と３の全てにおいて有意差が認められ，マイクロラーニングによって，

「遠隔教育システムに対する期待感」が高まったことが示された（表８）。また，授業開始前に

「全く当てはまらない」～「やや当てはまらない」の否定的な回答として点在していた外れ値

が，マイクロラーニング実施後は約 20％から約 8％へ減少し，収束しながら向上する様子（図
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表７　記述統計と多重比較の結果
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5.3.2.　「心情」
　因子２の「心情」について，平均値の差を多重比較した。結果，調査１と２，１と３，２と３
の全てに有意差が認められ，マイクロラーニングによって，遠隔授業への「心情」が高まった
ことが示された（表５）。さらに，マイクロラーニング実施後は，最小値や第１四分位点が上がっ
ており（図４），「心情」の値が低い受講生への効果が高いことがわかる。

　因子２の各質問項目別では，遠隔授業開始前の平均値と比較すると，遠隔授業開始１か月後，
マイクロラーニング実施後と向上しており，マイクロラーニング後は，「全く当てはまらない」
〜「やや当てはまらない」の回答者は 2%に過ぎなかったことからも，授業を好意的に受講で
きるようになったことが確認された。マイクロラーニングの中で，学校における実践事例を紹
介する際に，活動の様子について写真などを用いたり，図表などを示したりして，視覚的にわ
かりやすく解説したことも要因ではないかと推察する。

5.3.3.　「負担感・緊張感の緩和」
　因子３の「負担感・緊張感の緩和」について，平均値の差を多重比較した。結果，調査１と
３及び２と３において，有意差が認められ，マイクロラーニングにより，遠隔授業に対する負
担感・緊張感が緩和されたことが示された（表６）。

小林博典　28
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因子３の各質問項目別では，表６が示すように，調査２と３の間で平均値が有意に向上し，
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る関心が高まり，実践に対する意欲が向上することが確認できた。  

 

 

5.3.5. 「遠隔教育システムに対する期待感」  

因子５の「遠隔教育システムに対する期待感」について，平均値の差を多重比較した。結果，
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が，マイクロラーニング実施後は約 20％から約 8％へ減少し，収束しながら向上する様子（図
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表６　記述統計と多重比較の結果
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表７　記述統計と多重比較の結果
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　因子３の各質問項目別では，表６が示すように，調査２と３の間で平均値が有意に向上し，
マイクロラーニングの学修効果が示唆された。コンテンツの内容に，遠隔授業を実施する上で
の準備物を具体的に整理して示したり，遠隔授業で多様な人とのつながりや円滑なコミュニ
ケーションを可能とした実践事例を示したりしたことが影響しているのではないかと考える。

5.3.4.　「関心・意欲」
　因子４の「関心・意欲」について，平均値の差を多重比較した。結果，調査１と２，１と３
において有意差が認められ，事後の平均値が有意に大きいことが分かった（表７）。
　因子４の各質問項目別では，関心・意欲に対する質問項目に対しては，授業開始前から平均
値が高い傾向にあったが，遠隔授業を受講する経験を重ねるごとに，遠隔教育システムに対す
る関心が高まり，実践に対する意欲が向上することが確認できた。

5.3.5.　「遠隔教育システムに対する期待感」
　因子５の「遠隔教育システムに対する期待感」について，平均値の差を多重比較した。結果，
調査１と２，１と３，２と３の全てにおいて有意差が認められ，マイクロラーニングによって，
「遠隔教育システムに対する期待感」が高まったことが示された（表８）。また，授業開始前に
「全く当てはまらない」〜「やや当てはまらない」の否定的な回答として点在していた外れ値
が，マイクロラーニング実施後は約 20％から約 8％へ減少し，収束しながら向上する様子（図

遠隔授業で「教える側」の視点に立ったマイクロラーニングによる意識の変化 29　
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７）も見られた。  

因子５の各質問項目別では，全ての質問に対して遠隔授業開始１か月後，マイクロラーニン

グ実施後と，平均値が徐々に上がっている様子が見られた。マイクロラーニングでは，遠隔授

業で教科等の学びを深める方法，児童生徒に応じた対応と相手意識をもって交流する活動，考

えを広げ深める活動など，具体的な授業イメージを抱くことができる内容を盛り込んだ。これ

により，「教える側」の立場に立つことができ，遠隔教育システムの活用に対する期待感を高め

ていったのではないかと考える。  

 

 

 

なお，授業づくりを進めるにあたっては，児童生徒理解，教科教育や生徒指導の領域など，

多面的な視点で捉えられるような工夫が必要である。すなわち，理論的な学びや実践の積み重

ねにより，時間をかけて取り組むべき要素が存在すると考えられる。例えば，「 14. 教師は，遠

隔教育システムを使うことで授業のねらいを達成できる」についての結果（表９，図８）では，

「全く当てはまらない」～「やや当てはまらない」の否定的な回答が約 20％あったが，遠隔教

育システムを活用した経験によって約 4％になって解消されたものの，マイクロラーニング実

施後において，約 8％に増えるなどの状況があった。  
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5.3.6. 「学習環境」と「研修」  
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顕著に高い結果が出ていた。このことから，学校の学習環境の整備や教員研修の充実に対して，
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なお，ストレート院生と現職院生は，いずれも遠隔授業で「教える側」の視点に立ったマイ
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届けが必須であると思われる。特に，ネットワーク環境や，古いOSの利用など，根本的な課
題を抱えている場合の対処法を検討しておくべきである。
　次に，授業開始１か月後にマイクロラーニングを実施して，遠隔授業実施前，授業開始１か
月後，マイクロラーニング実施後の計３回の質問紙調査結果の分析を試みて，因子分析をもと
に導いた７つの因子（「操作・技能に対する自信」，「心情」，「負担感・緊張感の緩和」，「関心・
意欲」，「遠隔教育システムに対する期待感」，「学習環境」，「研修」）ごとに考察した。結果，
授業開始１か月後は，全ての因子で平均値が上がった。また，マイクロラーニング実施後は，
全ての因子でさらに平均値が上がるとともに，「心情」，「負担感・緊張感の緩和」，「遠隔教育
システムに対する期待感」の３つの因子について，授業実施前と比較してさらに有意な向上が
確認された。
　なお，ストレート院生と現職院生は，いずれも遠隔授業で「教える側」の視点に立ったマイ
クロラーニングの実施経験に差はないと判断して，同時に対象とした。しかし，教員としての
経験の違いが結果に影響を与えている可能性も考えられる。そのため，教員としての経験の有
無や経験年数などを視野に入れた分析の必要性については今後の課題である。
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　「遠隔教育システムに対する期待感」については，マイクロラーニング後も，平均値より低
い結果の学生がいるなど，一部に差が見られた。遠隔授業を通して，児童生徒とふれあったり，
児童生徒の集中力を高めたりすることについては，マイクロラーニングのコンテンツの内容に
関して，検討が必要であることが示唆された。加えて，教職大学院が目指す高度の専門性を有
した教員の育成への学びの質保証に向けて，教科教育や生徒指導による側面からの検討を行う
など，継続的な取組の必要性も確認できた。このことは，今後の課題として解決すべき点である。
　加藤（1998）は，遠隔授業における講師の一方的な授業では，充実感を低下させる傾向があ
るといった課題を明らかにし，河村（2000）は，遠隔授業が対面に代わるには，授業方法の工
夫，授業中の緊張感，受講者への話しかけやすさなどの課題解決が重要である点を挙げている。
また，丹野ら（2003）は，遠隔授業のノウハウの蓄積，すなわち，操作技能の習得が遠隔授業
全般の質に影響を与える点を指摘し，大作（2005）は，遠隔授業における双方向性の確保や児童
生徒との相互作用を課題として掲げている。このように，遠隔教育を実施する上では，操作技
能の習得とともに，講師サイドの実施方法に対する創意工夫の重要性が指摘されてきた。「遠
隔教育システムに対する期待感」の向上に関しては，どのような工夫が適しているのか，遠隔
授業におけるアクティブラーニングとして，どのような手法が効果的かといった具体的な側面
を提示する方法も必要であったと考える。
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